
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 杏林大学 
設置者名 学校法人 杏林学園 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難
全学

共通

科目

学部

等 

共通

科目

専門

科目
合計 

医学部 医学科 
夜 ・

通信

0 

97 97 19  

保健学部 

臨床検査技術学科（旧課程）

臨床検査技術学科（新課程）

夜 ・

通信

0

1

14
15 13  

健康福祉学科（旧課程）

健康福祉学科（新課程）

夜 ・

通信

0

48
48 13  

臨床工学科（旧課程）

臨床工学科（新課程）

夜 ・

通信

27

10
37 13  

救急救命学科 
夜 ・

通信
75 75 13  

理学療法学科（旧課程）

理学療法学科（新課程）

夜 ・

通信

0

82
82 13  

作業療法学科（旧課程）

作業療法学科（新課程）

夜 ・

通信

11

36
47 13  

看護学科看護学専攻（旧課程）

看護学科看護学専攻（新課程）

夜 ・

通信

6

33
39 13  

看護学科看護養護教育学専攻（旧課程）

看護学科看護養護教育学専攻（新課程）

夜 ・

通信

9

61
70 13  

診療放射線技術学科（旧課程）

診療放射線技術学科（新課程）

夜 ・

通信

9

76
85 13  

臨床心理学科 
夜 ・

通信

24

14
38 13  

リハビリテーション学科

理学療法学専攻 
夜 ・

通信
32 32 13  

リハビリテーション学科

作業療法学専攻 
夜 ・

通信
25 25 13  

リハビリテーション学科

言語聴覚療法学専攻 
夜 ・

通信
20 20 13  

総合政策

学部 

総合政策学科（新課程）

総合政策学科（旧課程）

夜 ・

通信

12

12

12

12

14

16
54 13  

企業経営学科（新課程）

企業経営学科（旧課程）

夜 ・

通信

10

10
44 13  



  

外国語学

部 

英語学科 
夜 ・

通信

0 14

0 14 13  

中国語学科 
夜 ・

通信
0 14 13  

観光交流文化学科 
夜 ・

通信
0 14 13  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

http://www.kyorin-u.ac.jp/univ/student/jugyo/syllabus/ 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 杏林大学 
設置者名 学校法人 杏林学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
https://www.kyorin-u.ac.jp/univ/outline/list/ 

 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容

や期待する役割 

非常勤 
広 島 県 公 立 大 学 法

人・理事長 

2022 年 4 月 

～ 

2026 年 3 月 

組織運営体制への 

チェック機能 

非常勤 
公立大学法人奈良県

立医科大学・教授 

2022 年 6 月 

～ 

2026 年 3 月 

組織運営体制への 

チェック機能 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 
学校名 杏林大学 
設置者名 学校法人 杏林学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

【医学部】 

「履修案内・授業案内（シラバス）」は、科目毎に「教育の基本方針、到達目標、

修得すべき能力、学習内容、実習・課外授業、準備学習の内容、復習学習の内容、

成績評価の方法・基準、学習指導書」を記載することを作成要領に記し、科目責

任者等に作成を依頼する。また、講義予定表には講義回毎の講義テーマ、講義内

容、担当教員、教科書該当箇所を明示している。 

また、シラバス作成の過程で、シラバス点検委員による点検作業を受けている。

完成した「履修案内・授業案内（シラバス）」は年度初めに学生に配布（電子）す

るとともに大学 HP において公表している。 

 

【保健学部、総合政策学部、外国語学部】 

シラバスの作成においては、各学部で FD を実施し、シラバスの重要性、作成のた

めの理解を深めている。また、作成要領を教務委員会および教授会にて周知をし、

共通認識のもと各教員はシラバスの作成を行う。 

毎年 10 月頃に開講科目担当者等の調査を行い、11 月末から 12 月までに本学で

導入している学内システム（UNIVERSAL PASSPORT）のシラバス機能にて教員が

作成する。  

また、シラバス作成要領なども教務委員会や教授会にて周知、記載の統一を行っ

ている。シラバス作成後は、教務課事務が校正および教務委員によるシラバス第

三者チェックを実施している。 

シラバスデータは、学内システム（UNIVERSAL PASSPORT）にて学内および学外か

ら WEB シラバスを閲覧できるようにしている。 

授業計画書の公表方法 

【医学部】 

「履修案内・授業案内（シラバス）」の配布（電子）及び大

学 HP でも公表している。 

http://www.kyorin-

u.ac.jp/univ/faculty/medicine/education/subjects/ 

 

【保健学部、総合政策学部、外国語学部】 

大学ホームページ  

https://portal2.kyorin-.ac.jp/uprx/up/pk/pky001/Pky0

0101.xhtml 



  

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

【医学部】 

科目毎に示した「成績評価の方法・基準」及び「杏林大学医学部学修規程」に基づき、

成績判定を実施している。 

判定は、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの５段階の評語で示され、総合判定を１００点満点とし

た場合、Ｓが９０点以上、Ａが８０点以上９０点未満、Ｂが７０点以上８０点未満、

Ｃが６０点以上７０点未満、Ｄが６０点未満若しくは、受験資格喪失のための未受験

を意味し、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃを合格、Ｄを不合格としている。また、他大学等で修得し

た学科目（単位）を認定した場合の評語はＮと示している。 

【保健学部、総合政策学部、外国語学部】 

定期試験、実技試験、レポートなどを学期末に行い、各科目の授業計画に明記してい

る成績評価の方法・基準を基に成績評価を実施している。 

判定は S、A、B、C、D の 5 段階の評語で示され、総合判定を 100 点とした場合、S が

90 点以上、A が 80 点以上 90 点未満、B が 70 点以上 80 点未満、C が 60 点以上 70

点未満、D が 60 点未満若しくは定期試験欠席を意味し、S、A、B、C を合格、D を不

合格としている。また、出席不良等により、判定不能な場合の評語は E で示す。その

ほか、単位認定を受けた科目の評語は N で示している。（各学部履修規程に規定）。 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

【医学部】 

グレード・ポイント（以下「ＧＰ」という。）を設定し、下記の計算式によりＧＰの平

均値であるグレード・ポイント・アベレージ（以下「ＧＰＡ」という。）を算出する。

成績の評価に対するＧＰは、Ｓが４点、Ａが３点、Ｂが２点、Ｃが１点、Ｄが０点と

する。  

ＧＰＡ＝｛（評価を受けた科目のＧＰ）×（当該科目の単位数）｝の累計／（履修単位

数の合計）の累計 

大学として成績の分布状況を把握し、また学生は学年末に通知される「成績通知書」

にて、各科目の成績（科目平均点含む）及び順位を把握している 

【保健学部、総合政策学部、外国語学部】 

・成績評価は、グレード・ポイント（以下「GP」という。）を設定し、計算式により GP

の平均（グレード・ポイント・アベレージ（以下「GPA」という。）を算出することで、

総合成績評価を行う。成績の評価に対する GP は、S が 4 点、A が 3 点、B が 2 点、C

が 1 点、D、E が 0 点とする。 

＜算出基準＞ 

GPA＝{（各学期に評価を受けた科目の GP）×（当該科目の単位数）}の累計／（各学

期配当の履修登録科目の単位数の合計）の累計 

なお、履修登録科目のうち、成績評価未定の授業科目及び履修を中止した授業科目（総

合政策学部・外国語学部）は GPA 計算には含めず、評価が確定した時点での総合成績

評価に加える。また、授業科目のうち自由科目及び単位認定科目は GPA 対象外とす

る。 

成績の分布状況等において GPA が下位にある学生については、履修指導の対象として

いる。 



  

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

【医学部】 

「杏林大学医学部学修規程」に規定され、「履修規程・授業

案内（シラバス）」及び大学 HP にて公表している。 

●シラバス 

http://www.kyorin-

u.ac.jp/univ/faculty/medicine/education/subj

ects/ 
●履修・学修規程 GPA の説明 

https://www.kyorin-

u.ac.jp/univ/student/jugyo/rules/ 

 
【保健学部、総合政策学部、外国語学部】 

大学ホームページに履修規程及び履修案内を掲載してい

る。 

http://www.kyorin-u.ac.jp/univ/student/jugyo/rules/ 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 



  

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

＜医学部＞ 

（1）医師の社会的責任 

医師の職責の重大性を理解し、高い倫理観と豊かな人間性に基づき、医師として責任

のある行動がとれる。 

（2）医学知識と技能 

基本的な医学的知識及び技能を修得するとともに、医学・医療の進歩に目を向け、生

涯にわたって自己の知識・技能を改善・発展させる意欲と素養を有する。 

（3）問題解決能力・リサーチマインド 

医学・医療上の課題の特定と問題の解決に必要な能力と資源の活用法を身につけ、科

学的な思考・分析に基づいた的確な判断を行うことができる。 

（4）コミュニケーション能力 

多様化・国際化の進む社会において、医療チームの一員として患者・家族との良好な

信頼関係を構築するとともに、国内外の医学・医療関係者との交流を図るためのコミ

ュニケーション能力ならびに外国語運用能力を有する。 

（5）医学・医療と地域・社会との関わり 

公衆衛生の基本的な知識及び手法を修得し、健康・福祉の増進に関して、地域・社会

の要請に応えることができる。 

【卒業判定の手順】 

シラバスの成績評価に示した通り、卒業時点で定められた能力を獲得し、卒業要件を

満たし、これらをすべて修得したと認められる学生については、教授会の議を経て学

長が卒業を認定する。 

 

＜保健学部＞ 

〇ディプロマポリシー 

（1）高い倫理観と社会的責任遂行能力 

高い倫理観を持ち、医療専門技術職が地域社会に求められる能力を身につけ、社

会的責任を積極的に果たすことができる。 

（2）各学科に求められる基本的かつ実践的能力 

各学科で求められる基本的知識および技術を修得し、これを実践の場で活用する

ことができる。 

（3）問題解決能力 

自ら発見した問題や課題について、科学的かつ客観的に説明を加え、論理的に問

題を解決できる。 

（4）コミュニケーション能力を生かし医療・保健へ貢献する能力 

患者を中心とするチーム医療の一員および養護教諭や社会福祉士として他の医

療従事者と連携・協働できる 

（5）国際的視野を持って適応できる知識や技術の活用能力 

幅広い教養と医療知識を身につけ、多様な価値観の認識と異文化を理解し、グロ

ーバル社会に適応できる。 

〇卒業要件 

臨床技術学科、健康福祉学科、臨床工学科、救急救命学科及び臨床心理学科におい

ては 4 年以上在学し 124 単位以上 

旧課程の看護学科及び診療放射線技術学科においては 4 年以上在学して 133 単位

以上／新課程の看護学科看護養護教育学専攻においては、4 年以上在学し 133 単

位以上を、看護学科看護学専攻においては 4 年以上在学し 137 単位以上を、診療

放射線技術学科においては 4 年以上在学し 132 単位以上を、理学療法学科及び作

業療法学科においては 4 年以上在学し 125 単位以上を、リハビリテーション学科

理学療法学専攻及び作業療法学専攻は 125 単位以上を、リハビリテーション学科



  

言語聴覚療法学専攻は 132 単位以上を修得しなければならない。 

〇卒業判定の手順 

卒業時点までに定められた能力を獲得し、卒業要件を満たし、これらをすべて修得

したと認められる学生については、教授会の議を経て学長が卒業を認定する。 

 

＜総合政策学部＞ 

〇ディプロマポリシー 

（1）多角的な視野 

社会が内包する諸問題を、多角的視点から発見・理解・分析・考察できる。 

（2）地域・国際社会に通じる実践力 

地域・国際社会の一員として自己の役割を、実践的な学びを通して、理解できる。

（3）幅広い教養 

高い倫理観を持ち、ある特定の分野のみに限定されない、偏りのない、幅広い教

養と知的好奇心とを身につけ、社会で活躍できる。 

（4）学際性の軸となる専門的な知識 

学際的な視点を持って問題を解決するための軸となる専門知識を修得し、活用で

きる。 

（5）コミュニケーション・コラボレーション能力 

自己の発見した問題の本質的理解、客観的分析結果を他者に適切に伝えるととも

に、他者の意見を傾聴しつつ、協働的に問題解決に取り組むことができる。 

（6）データ分析・活用能力 

情報技術と社会システムの理解をもとに、高度情報化社会で必要な情報の利活用

能力を修得し、社会における諸問題を発見し解決できる。 

（7）ライフ・デザイン・スキル 

社会における個人の果たすべき責任と役割を認識し、自己の進むべき方向性を見

定め、社会生活・経済生活を営むことができる。 

〇卒業要件 

4 年以上在学し、124 単位以上を修得しなければならない。 

〇卒業判定の手順 

卒業時点までに定められた能力を獲得し、卒業要件を満たし、これらをすべて修得

したと認められる学生については、教授会の議を経て学長が卒業を認定する。 

 

＜外国語学部＞ 

〇ディプロマポリシー 

（1）高度な外国語運用能力 

母語だけではなく少なくとも一つの外国語（英語又は中国語）を実践的かつ高度

に運用できる。 

（2）コミュニケーション能力 

グローバル社会で良好な対人関係を主体的に築くことを目指し、ホスピタリティ

に溢れたコミュニケーションができる。 

（3）問題解決能力 

知識・技能を活用しながら、自ら問題・課題を発見し、情報分析能力・データ分

析能力を活用した客観的分析と柔軟な発想によって問題を解決することができ

る。 

（4）自己表現力・情報発信力 

他者の意見・主張を尊重し理解した上で、議論・交渉の場において自らの意見を

明確に表現し、新たな情報を創造・発信することで建設的な結論を導くことがで

きる。 

（5）異文化理解とグローバル人材力 



  

幅広い教養を身につけ、多様な価値観の認識・尊重と適切な正しい異文化理解に

基づいて、グローバル社会で他者と協働し活躍することができる。 

（6）高い倫理観と社会的責任遂行能力 

グローバル社会・地域社会の持続的発展のために、将来を見据え自律的に行動し、

他者と協調・協働しながら、高い倫理観を持ち、社会的責任を積極的に果たすこ

とができる。 

（7）専門的な知識・技術・技能と活用力 

実社会の中で必要な基礎専門能力を修得し、それを発展的に活用することができ

る。 

〇卒業要件 

4 年以上在学し、124 単位以上を修得しなければならない。 

〇卒業判定の手順 

卒業時点までに定められた能力を獲得し、卒業要件を満たし、これらをすべて修得

したと認められる学生については、教授会の議を経て学長が卒業を認定する。 

 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

【医学部】 
大学 HP にてディプロマ・ポリシーとシラバスで公表し

ている。 

●ポリシー 

https://www.kyorin-

u.ac.jp/univ/faculty/policy/m_index.html 

●シラバス 

https://www.kyorin-

u.ac.jp/univ/faculty/medicine/education/subj

ects/ 
 

【保健学部、総合政策学部、外国語学部】 

大学ホームページに公表  

http://www.kyorin-u.ac.jp/univ/faculty/policy/ 
 



  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 杏林大学 
設置者名 学校法人 杏林学園 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法

貸借対照表 http://www.kyorin-.ac.jp/univ/outline/financial/
収支計算書又は損益計

算書 
上記に同じ 

財産目録 上記に同じ 

事業報告書 上記に同じ 

監事による監査報告

（書） 
上記に同じ 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 
公表方法：大学 web サイトにて公表 

https://www.kyorin-u.ac.jp/univ/outline/torikumi/evaluation/ 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 
公表方法：大学 web サイトにて公表 

https://www.kyorin-u.ac.jp/univ/outline/torikumi/evaluation/ 

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172 条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業又は修了の認定に関する方針、教育課程の編成及び実

施に関する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 医学部 

教育研究上の目的（公表方法：大学 web サイトにて公表） 

https://www.kyorin-u.ac.jp/univ/faculty/medicine/aboutus/root/ 

（概要） 

医学部の理念・目的は、「豊かな人間性の涵養と、医学の発展に対応しうる基礎的及び

専門的知識の修得と臨床的技能の修練を通じて、良き医師を養成する」ことにある。

 

卒業又は修了の認定に関する方針（公表方法：大学 web サイトにて公表） 

https://www.kyorin-u.ac.jp/univ/faculty/policy/ 

（概要） 

医学部医学科では、その理念に基づき、卒業時点までに獲得すべき能力を以下のよう

に定める。必要な単位取得等の卒業要件を満たし、これらの能力をすべて修得したと

認められる学生に学士（医学）を授与する。 

（1）医師の社会的責任 

医師の職責の重大性を理解し、高い倫理観と豊かな人間性に基づき、医師として

責任のある行動がとれる。 

（2）医学知識と技能 

基本的な医学的知識及び技能を修得するとともに、医学・医療の進歩に目を向け、

生涯にわたって自己の知識・技能を改善・発展させる意欲と素養を有する。 

（3）問題解決能力・リサーチマインド 

医学・医療上の課題の特定と問題の解決に必要な能力と資源の活用法を身につ

け、科学的な思考・分析に基づいた的確な判断を行うことができる。 

（4）コミュニケーション能力 

多様化・国際化の進む社会において、医療チームの一員として患者・家族との良

好な信頼関係を構築するとともに、国内外の医学・医療関係者との交流を図るた

めのコミュニケーション能力ならびに外国語運用能力を有する。 

（5）医学・医療と地域・社会との関わり 

公衆衛生の基本的な知識及び手法を修得し、健康・福祉の増進に関して、地域・

社会の要請に応えることができる。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：大学 web サイトにて公表） 

https://www.kyorin-u.ac.jp/univ/faculty/policy/ 

（概要） 

医学部医学科では、卒業認定・学位授与の方針に掲げる能力などの修得のために、医

学準備教育、行動科学、基礎医学、臨床医学、社会医学、外国語の 6 つの領域からな

る授業科目を体系的、順次的に編成し、多様な教育方法を適切に組み合わせた授業を

実施する。科目間の関連や科目内容の順次性を示したカリキュラムマップにより、カ

リキュラムの体系をわかりやすく提示する。 

教育内容、教育方法、成果の測定については以下のように定める。 

（1）教育内容 

（1-1）医師の社会的責任の理解 

・医師の職責の理解を促し、高い倫理観と豊かな人間性を涵養するために、生命倫理



  

や医のプロフェッショナリズムなどを教育する講義および実習を配置する。 

（1-2）医学知識と技能を修得 

・医学専門教育への円滑な導入を図るために、医学準備教育科目を初年次に配置する。

・現代医学の知識と技能の修得のために、基礎医学、臨床医学の講義及び実習を体系

的、順次的に配置するとともに、科目間の有機的連携をはかる。 

・生涯にわたって自己の医学知識・技能を改善・発展させる意欲と素養を涵養するた

めに、すべての科目において生涯学習への動機づけとなる内容を取り入れる。 

（1-3）問題解決能力・リサーチマインドの涵養 

・医学・医療上の課題を解決する能力やリサーチマインドを涵養するために、Problem-

Based Learning (PBL)を行うとともに、基本的な研究手法や情報通信技術を利用し

た知的資源の活用法に関する内容を講義および実習に取り入れる。 

（1-4）コミュニケーション能力の習得 

・多様化の進む社会において、様々な人々（患者・家族、医学・医療関係者）と信頼関

係を構築し、円滑に意思疎通を図るうえで必要となるコミュニケーション能力の修

得のために、心理学やカウンセリングに関する内容などを取り入れた行動科学の講

義および実習を配置する。 

・日本語以外を母語とする患者・家族との良好な信頼関係の構築や国際社会での活躍

に必要となる外国語運用能力の修得のために、外国語科目を体系的、順次的に配置

する。 

（1-5）医学・医療と地域・社会との関わりの理解 

・医学・医療と地域・社会との関わりを理解するのに必要な、公衆衛生の基本的な知

識および手法の修得のために、社会医学科目を体系的、順次的に配置する。 

（2）教育方法 

（2-1）医師に求められる知識、技能、態度の修得 

・教育内容の修得を確実なものとするために、教育内容に応じて、講義、演習、実習、

地域の医療・福祉現場における体験学習、少人数グループワークによる能動的学習

（アクティブラーニング）などの多様な教育方法を適切に組み合わせて実施する。

（2-2）臨床応用能力の修得 

・臨床応用能力の修得のために、臨床医学科目においては、見学型の臨床実習に加え

て、診療参加型の実習を重点的に配置する。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：大学 web サイトにて公表） 

https://www.kyorin-u.ac.jp/univ/faculty/policy/ 

（概要） 

医学部医学科は、本学科の理念・目的を理解し、その達成に真摯に取り組む意欲ある

人材を求めている。具体的には、次のような資質をもつ学生を求めている。 

（1）求める学生像、資質 

（1-1）生涯を通じて医師として他人のため、社会のために奉仕する強い意欲をもつ人

（1-2）生命の尊厳を尊ぶ心をもつとともに、高い倫理観と豊かな人間性を備えた人 

（1-3）柔軟な思考力と知的探究心をもち、生涯を通じて医学の修得・研鑽に熱意をも

って取り組める人 

（1-4）協調性と高いコミュニケーション能力をもち、周囲の人と良好な関係を築け 

 る人 

（2）求める学習成果 

「卒業認定・学位授与の方針」（ディプロマ・ポリシー）及び「教育課程編成・

実施の方針」（カリキュラム・ポリシー）に定める教育を受けるために必要な、

次に揚げる知識・技能や能力を備えた人を求める。 

（2-1）教育、人間、自然、文化などにかかわる諸問題に深い関心を持ち、社会に積極

的に貢献する意欲がある。（関心・意欲） 

（2-2）入学後の修学に必要な基礎学力と、コミュニケーションに必要な日本語運用力



  

及び基本的な英語力を有している。（知識・理解・技能） 

（2-3）知識・技能を活用して、自ら課題を発見し、その解決に向けて物事を多面的か

つ論理的に考察することができる。（思考力・判断力） 

（2-4）自分の考えを的確に表現し、伝えることができる。（表現力・主体性） 

（2-5）多様な人々と積極的にかかわり、相手を理解し共感することができる。（態度・

主体性・多様性・協働性） 

 

学部等名 保健学部 

教育研究上の目的（公表方法：大学 web サイトにて公表） 

https://www.kyorin-u.ac.jp/univ/faculty/health/about/outline/ 

（概要）建学の精神である「眞・善・美の探究」に基づいて、保健、医療、看護、およ

び福祉の分野で、専門知識と技術を教授し、科学的なものの見方と人に対する思いや

りの心を涵養し、将来広い視野から物事をとらえ、人々がより健康に生きることをサ

ポートできる人材を育成することを目的とする。 

卒業又は修了の認定に関する方針（公表方法：大学 web サイトにて公表 ） 

https://www.kyorin-u.ac.jp/univ/faculty/policy/ 

（概要）保健学部では、教育目標を達成するため、卒業時点までに獲得すべき能力を

以下のように定め、卒業要件を満たし、これらをすべて修得したと認められる学生に

学士の学位を授与する。 

（1）高い倫理観と社会的責任遂行能力 

高い倫理観を持ち、医療専門技術職が地域社会に求められる能力を身につけ、社

会的責任を積極的に果たすことができる。 

（2）各学科に求められる基本的かつ実践的能力 

各学科で求められる基本的知識および技術を修得し、これを実践の場で活用する

ことができる。 

（3）問題解決能力 

自ら発見した問題や課題について、科学的かつ客観的に説明を加え、論理的に問

題を解決できる。 

（4）コミュニケーション能力を生かし医療・保健へ貢献する能力 

患者を中心とするチーム医療の一員および養護教諭や社会福祉士として他の医

療従事者と連携・協働できる 

（5）国際的視野を持って適応できる知識や技術の活用能力 

幅広い教養と医療知識を身につけ、多様な価値観の認識と異文化を理解し、グロ

ーバル社会に適応できる。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：大学 web サイトにて公表） 

https://www.kyorin-u.ac.jp/univ/faculty/policy/ 

（概要）保健学部では、卒業認定・学位授与の方針に掲げる能力などの修得のために、

4年間の学習分野を「基礎分野」「専門基礎分野」「専門分野」に分け、それぞれを構成

する科目を学年進行と共に理解の深まるよう体系的かつ順次的に編成し、講義、演習、

実習を適切に組み合わせた授業を実施する。学年進行に伴うカリキュラム体系の理解

を深めるために、科目間の関連や科目内容の順次性を番号で表現する「科目ナンバリ

ング」を行い、段階的科目理解度を高めるための模範的履修およびカリキュラム構造

を示す「履修モデル」を明示する。さらに、各系統（科目群）別に段階的科目理解度

を高めるための「学習目標」と「」学年進行と履修科目との関係」とを示す「履修系

統図」と授業ごとにディプロマ・ポリシーとの関連を示す「カリキュラム・マップ」

を明示する。また、単位制度の実質化を図るため、履修可能上限単位を適切に設定す

る（CAP 制）。 

教育内容、教育方法については以下のように定める。 



  

（1）教育内容 

（1-1）高校から大学への円滑な導入を図るために 

幅広い分野にわたる教養、専門的な知識を学ぶ上で基礎となる学力を身につけるため

の科目を学科の特性に応じて配置する。また、医療人としての役割、やりがい、面白

さへの理解を促し学業への意欲を高めるための科目を配置する。これらを通してこれ

から学ぶべき種々科目の基本的事項ならびに職業イメージなど 4 年間の学びの動機付

けを行う。 

（1-2）確かな専門知識と実践的能力を修得するために 

医療従事者および専門家に必要な医療知識の修得を目的とした講義科目、および実践

できる能力を身につけるために実習科目や演習科目を配置する。また、最新の医療知

識や技術に対応できるよう専門性の高い講義科目を配置し、これらを通して総合的な

解釈・判断能力を身につける。 

（1-3）問題解決能力を修得するために 

医学及び医療技術の進歩に伴う諸問題に自ら気付き、学んできた内容を生かして、自

ら進んで問題を解決する能力を修得するための科目を配置する。 

（1-4）コミュニケーション能力を生かし医療・保健へ貢献する能力を修得するために

患者を中心とするチーム医療の一員および養護教諭や社会福祉士として幅広いコミュ

ニケーション能力と他の医療従事者と連携・協働できる能力を養うために病院等の施

設見学の機会や「臨床実習」および「養護実習」を配置する。これにより使命感、倫

理観、責任感などの豊かな人間性も身につける。 

（1-5）高い倫理観を修得し、社会的責任遂行能力を修得するために 

幅広い分野にわたって教養を養い、生命の尊厳と人権の尊重を基盤とした倫理観を修

得するために教養基礎科目を配置する。また、高い倫理観に基づき、医学および保健

衛生学領域における社会的責任遂行能力を身につけるための科目を配置する。 

（1-6）国際的視野を持って適応できる知識や技術の活用能力を修得するために 

幅広い教養と医療知識を身につけ、多様な価値観の認識と異文化を理解するために人

文・社会系科目等を配置する。また、幅広いコミュニケーション能力を修得し、グロ

ーバル化に対応するために専門性の高い外国語科目も配置する。  

（2）教育方法 

（2-1）高校から大学へ円滑な移行を図るために 

高校までの基礎的な学習内容を確認し知識を整理する。 

（2-2）確かな専門知識や実践的能力を修得するために 

医学、医療分野の専門を学び演習および実験でグループディスカッションを通じて複

合的なものの見方、考え方を養う。また、高度な専門技術を修得し、得られた知識を

統合的に理解し、現場の課題を体感するために、学外の病院や施設における臨床実習

を導入する。 

（2-3）コミュニケーション能力・問題解決有能力を修得するために 

チーム医療へ貢献する人材としてのコミュニケーション能力や自己表現力、主体的な

問題解決能力を修得するために、能動的学修（アクティブラーニングなど）を積極的

に授業に取り入れる。また、複合的なものの見方、考え方を養い客観的かつ高い意欲

を持って問題解決能力を修得するために卒業研究を導入する。 

（2-4）コミュニケーション能力を生かし医療・保健へ貢献する能力を修得するために

「臨床実習」を通じて、臨床現場で求められるチーム医療に必要な態度・技術・知識

などを習得する。また、「病院見学」など施設見学・体験学習および「養護実習」など

の実践型実習において他職種と接することで、コミュニケーション能力の向上を図る。

（2-5）高い倫理観を修得し、社会的責任遂行能力を修得するために 

地域における医療人としての役割を理解し、高い倫理観を養うためにソーシャル・ラ

ーニング（社会学修）を積極的に導入する。 

（2-6）国際的な視野を広げるために 



  

グローバル社会での適応能力および国際貢献を考える機会を与えるために海外研修を

積極的に導入する。 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：大学 web サイトにて公表 ） 

https://www.kyorin-u.ac.jp/univ/faculty/policy/ 

（概要） 

保健学部は、学部の理念・目的を理解し、その達成に向けて真摯に取り組む意欲のあ

る人材を求めている。具体的には、次のような資質を持つ学生を求めている。 

（1）求める学生像、資質 

（1-1）保健・医療・福祉に貢献したいという意欲を持ち、さらにその意欲を向上させ

たいという熱意を持つ人 

（1-2）科学的視点を持ち合わせ、様々な現象について関心、興味が持てる人 

（1-3）高い倫理観と職業意識を持ち、さらにあらゆる世代の人々と積極的にコミュニ

ケーションをはかろうとする態度を持つ人 

（1-4）疑問点などをそのまま放置せず、解決に向けた努力を怠らない人 

（2）求める学習成果 

「卒業認定・学位授与の方針」（ディプロマ・ポリシー）及び「教育課程編成・実

施の方針（カリキュラム・ポリシー）に定める教育を受けるために必要な、次に

掲げる知識・技能や能力を備えた人材を求める。 

（2-1）入学後の修学に必要な基礎学力としての知識や表現力を有している。（知識・

理解・表現力） 

・高等学校で履修する国語、社会、数学、理科、外国語などについて、内容を理解し、

高等学校卒業相当の知識を有している。 

・日本語による文書作成、課題に応じた内容をまとめる力などの表現力を十分身につ

けている。 

（2-2）他者の立場や意見を尊重・理解した上で、自分の考えを的確に表現しながら、

他者とのコミュニケーションを図った経験を有している。（思考力・判断力・

表現力・コミュニケーション能力） 

（2-3）積極的に人と関わりを持ち、対話などを通じて相互理解に努めようとする態度

を有している。（態度・主体性・多様性・協働性） 

（2-4）保健・医療・福祉のみならず、教育や文化などに関わる社会の諸問題に関心が

あり、自らが積極的に関わっていこうとする意欲がある。（意欲・関心） 

（2-5）自分の考えを的確に表現し伝えることができる。（技能・表現力） 

 

学部等名 総合政策学部 

教育研究上の目的（公表方法：大学 web サイトにて公表 ） 

https://www.kyorin-u.ac.jp/univ/faculty/social_science/about/policy/ 

（概要） 

総合政策学部は、教育の本質を「総合的な教養」と「実践力」の涵養と考える。本学

部はかかる教育の実現を目指し、単眼的な専門的知識のみに捉われない学際的教育を

通じて、あらゆる社会科学の観点から複眼的・多角的に社会事象を考察・分析・評価

し、さまざまな社会問題の解決に向けて行動する能力を備えた人材を育成することを

目的とする。 

卒業又は修了の認定に関する方針（公表方法：大学 web サイトにて公表） 

https://www.kyorin-u.ac.jp/univ/faculty/policy/ 



  

（概要） 

総合政策学部では、教育目標を達成するため、卒業時点までに獲得すべき能力を以下

のように定め、これらをすべて修得したと認められる学生に、学士の学位を授与する。

（1）多角的な視野 

社会が内包する諸問題を、多角的視点から発見・理解・分析・考察できる。 

（2）地域・国際社会に通じる実践力 

地域・国際社会の一員として自己の役割を、実践的な学びを通して、理解できる。

（3）幅広い教養 

高い倫理感を持ち、ある特定の分野のみに限定されない、偏りのない、幅広い教

養と知的好奇心とを身につけ、社会で活躍できる。 できる。 

（4）学際的視点からの考察に必要なそれぞれの分野の専門的な知識 

学際な視点を持って問題を解決するための軸となる専門知識を修得し、活用でき

る。 

（5）コミュニケーション・コラボレーション能力 

自己の発見した問題の本質的理解、客観的分析結果を他者に適切に伝えるととも

に、他者の意見を傾聴しつつ、協働的に問題解決に取り組むことができる。 

（6）データ分析・活用能力 

情報技術と社会システムの理解をもとに、高度情報化社会で必要な情報の利活用

能力を修得し、社会における諸問題を発見し解決できる。 

（7）ライフ・デザイン・スキル 

社会における個人の果たすべき責任と役割を認識し、自己の進むべき方向性を見

定め、社会生活・経済生活を営むことができる。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：大学 web サイトにて公表） 

https://www.kyorin-u.ac.jp/univ/faculty/policy/ 

（概要）総合政策学部では、卒業認定・学位授与の方針に掲げる能力などの修得のた

めに、専門講義科目（ベーシック科目、コース別コア科目、コース別応用科目、グロ

ーバル・キャリア・プログラム関連科目、データ・デザイン・プログラム科目から構

成）、および専門演習科目からなる専門科目と、外国語科目、キャリア関連科目、一般

教養科目からなる専門関連科目を体系的かつ学際的に配置し、講義、演習、実習を適

切に組み合わせた授業を実施する。カリキュラムの体系を示すために、科目間の関連

や科目内容の順次性を番号で表現する科目ナンバリングを行い、カリキュラムマップ

を作成することで、カリキュラムの構造をわかりやすく明示する。単位制度の実質化

を図るため、履修可能上限単位を適切に設定する（CAP 制）。また、学生が学修に専念

し安定した学生生活を送ることができるよう担任制度を設け、丁寧な学生支援を行う。

教育内容、教育方法については以下のように定める。 

（1）教育内容 

（1-1）大学での学びへの円滑な導入を図るために 

・学士課程へのスムーズな移行のための初年次教育として、多様な入学者が自ら学修

計画を立て、主体的な学びを実践できるように少人数クラスの科目「プレゼミナール」

を配置する。 

（1-2）多角的視野を涵養するために 

・ひとつのテーマを巡り異なる専門分野の複数の教員が多角的な視点でテーマをとら

え、授業を進めていく「学際演習」を配置する。 

・主コースを選択し、専門性を高めながら、他コースの科目の履修を促すことで多角

的な視野を涵養する。 

（1-3）地域・国際社会に通じる実践力・幅広い教養を身につけるために 

・地域・国際社会の一員として自己の役割を、実践を通して認識し、高い倫理観を持

ち、幅広い分野にわたって教養を養うための科目を配置する。 

・地域における課題や問題点を見出し、大学での学びを役立てながら解決策について



  

検討する力を身につけるための科目を１年次から配置する。 

・「ベーシック科目」群および導入教育を通じて、さまざまな社会科学諸分野の概要を

学ぶ。 

（1-4）学際的な視点を持って問題を解決するための軸となる専門知識を身につける

ために 

・各学科、コースに求められるコアとなる知識と、応用的な知識を身につけるための

科目を「コア科目」群、「応用科目」群に分類し、必修科目と選択科目を区別し、順次

性に配慮して配置する。 

（1-5）コミュニケーション・コラボレーション能力を育むために 

・社会の問題に自ら気付き、客観的な分析と高い意欲を持って問題を解決する経験を

し、他者とのコミュニケーションを通じて実践的な問題を発見し、その解決に取り組

む「演習」、「卒業研究」などを配置する。 

・グローバル社会において必要なコミュニケーション能力の修得のために、外国語科

目分野に複数の科目を配置し、国際的視野でのコミュニケーション能力の開発を図る。

（1-6）データ分析・活用能力を身につけるために 

・高度情報化社会における情報の利活用の能力を修得するための科目を配置する。 

（1-７）自分のキャリアを描く能力を身につけるために 

・働き方が多様化し、人生 100 年時代を迎え、大学卒業後のキャリア形成を考えるた

めに必要な知識と教養を習得するとともに、実践するためのスキルを醸成することを

目的として科目を配置している。 

1 年次においては、多様な働き方や労使問題などの現状のほか、マネープランとライ

フイベントを含めたキャリア形成のために必要な基礎知識を習得する。 

2 年次では、社会で活躍する様々な人々の知見に接し、ロールモデルを知ることで自

らのキャリア形成をより具体化させることを目的としており、インターンシップによ

る就業体験に必要な基礎力を養う。3 年次では面接やグループ・ディスカッションと

いった実際の就職活動を疑似体験するとともに、実際の進路選びに必要な知識を習得

し、キャリアプランを完成させるよう科目を配置している。 

（2）教育方法 

（2-1）学際性を重視した教育を行うため 

 ・ベーシック科目 7科目のうち、4科目を選択必修とし、コースの選択のみならず、

さまざまな分野に関してその概要を学んだ経験を持たせる。 

 ・専門科目の履修に際しては、各学科の各コースに設置された専門科目を、学科横

断的、コース横断的にさまざまなパターンで履修できるようにする。 

（2-2）社会のグローバル化への要請に対応するため 

 ・グローバルキャリア・プログラムにおいては、ネイティブの教員、オンライン英

会話等、実践性を重視した英語教育を行う。 

 ・グローバルキャリア・プログラムに参加しない学生にも、希望に応じてそのプロ

グラム内の科目を履修する機会を設ける。 

（2-3）高度情報化社会に対応するため 

・進展する情報化社会の基幹となる情報技術と社会システムについて理解し、そうし

た技術をビジネスに活用できる高度な能力を身につけるための科目を体系的に配置す

る。また、このような能力を体系的に修得するためのプログラムとして、データ・デ

ザイン・プログラムを置く。 

（2-4）高い問題発見・解決能力と自己表現力・情報発信力を修得するために 

・問題発見・解決能力・自己表現力・情報発信力を修得できる能動的学修（アクティ

ブラーニング）方法を取り入れた科目を積極的に導入する。 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：大学 web サイトにて公表） 

https://www.kyorin-u.ac.jp/univ/faculty/policy/ 



  

（概要） 

総合政策学部は、本学部の理念・目的を理解し、その達成に真摯に取り組む意欲のあ

る人材を求めている。具体的には、次のような資質を持つ学生を求めている。 

（1）求める学生像、資質 

（1-1）多角的・複眼的視点に立って、社会の仕組みやあるべき政策に関する諸問題を、

把握・分析・解決しようとする意欲を持つ人 

（1-2）様々な問題を理解し、問題解決のために必要な能力の土台となり得る科目の基

礎を修得している人 

（1-3）様々な考えなどを的確に理解したり、適切に人に伝えたり、積極的にコミュニ

ケーションを図ろうとする態度を持つ人 

（1-4）社会人として求められる基礎的な能力や知見を身につけ、卒業後に社会におい

て積極的に活躍する強い意志と意欲を持つ人 

（1-5）政治・経済・法律・国際関係・福祉・経営および会計の分野を中心に、多角的

視点から問題を把握・分析・解決することに意欲を持ち、広く社会に貢献する

ことを目指す人 

（2）求める学習成果 

「卒業認定・学位授与の方針」（ディプロマ・ポリシー）および「教育課程編成・

実施の方針」（カリキュラム・ポリシー）に定める教育を受けるために必要な、次

に掲げる知識・技能や能力を備えた人を求める。 

（2-1）入学後の修学に必要な基礎学力としての知識を有している。（知識・理解） 

・高等学校で履修する国語・地理歴史・公民・数学・理科・外国語などについて、

内容を理解し、高等学校卒業相当の知識を有している。 

・基本的な日本語運用力と表現力を身につけている。具体的には、文章読解力、

課題に応じた内容をまとめる力などの表現力を身につけている。 

（2-2）知識・技能を活用して、自ら問題を発見し、その解決に向けて物事を多角的視

点から論理的に考察することができる。（思考力・判断力） 

（2-3）自分の考えや知識、経験などを的確に表現し、伝えることができる。（技能・

表現力） 

（2-4）社会の仕組みやあるべき政策に関する諸問題に深い関心を持ち、社会に積極的

に貢献する意欲がある。（関心・意欲） 

（2-5）積極的に他者と関わり、多様な人々との対話を通して相互理解に努めようとす

る態度を有している。（態度・主体性・多様性・協働性） 

 

学部等名 外国語学部 

教育研究上の目的（公表方法：大学 web サイトにて公表） 

https://www.kyorin-u.ac.jp/univ/faculty/foreign/about/policy/ 

（概要） 

外国語学部は、外国語の修得を通じて、「言葉」の持つ豊かな創造性とコミュニケーシ

ョン機能の可能性を追求するとともに、異文化の垣根を越えて相互に理解し共存でき

る人間性そのものを陶冶し、実践的な外国語運用能力の開発を通じて、実社会の中で

必要な専門的知識を備えた国際的な職業人を養成することを目的とする。 

卒業又は修了の認定に関する方針（公表方法：大学 web サイトにて公表） 

https://www.kyorin-u.ac.jp/univ/faculty/policy/ 

（概要）外国語学部では、教育目標を達成するため、卒業時点までに獲得すべき能力

を以下のように定め、卒業の要件を満たし、これらをすべて修得したと認められる学

生に、学士の学位を授与する。 

（1）高度な外国語運用能力 

・母語だけではなく少なくとも一つの外国語（英語または中国語）を実践的かつ高度

に運用できる。 



  

（2）コミュニケーション能力 

・グローバル社会で良好な対人関係を主体的に築くことを目指し、ホスピタリティに

溢れたコミュニケーションができる。 

（3）問題解決能力 

・知識・技能を活用しながら、自ら問題・課題を発見し、情報分析能力・データ分析

能力を活用した客観的分析と柔軟な発想によって問題・課題を解決することができ

る。 

（4）自己表現力・情報発信力 

・他者の意見・主張を尊重し理解した上で、議論・交渉の場において自らの意見を明

確に表現し、新たな情報を創造・発信することで建設的な主張を展開することがで

きる。 

（5）異文化理解とグローバル人材力 

・幅広い教養を身につけ、多様な価値観の認識・尊重と適切な正しい異文化理解に基

づいて、グローバル社会で他者と協働し活躍することができる。 

（6）高い倫理観と社会的責任遂行能力 

・グローバル社会・地域社会の持続的発展のために、将来を見据え自律的に行動し、

他者と協調・協働しながら、高い倫理観を持ち、社会的責任を積極的に果たすこと

ができる。 

（7）専門的な知識・技術・技能と活用力 

・実社会の中で必要な基礎専門能力を修得し、それを発展的に活用することができる。

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：大学 web サイトにて公表） 

https://www.kyorin-u.ac.jp/univ/faculty/policy/ 

（概要）外国語学部では、卒業認定・学位授与の方針に掲げる能力の修得のために、

外国語科目、基盤教育科目、教養科目そして専門科目の 4 つの科目区分から成る授業

科目を体系的かつ順次的に編成し、講義、演習、実習を適切に組み合わせた授業を実

施する。カリキュラムの体系を示すために、科目間の関連や科目内容の順次性を番号

で表現する科目ナンバリングを行い、カリキュラムマップを作成することで、カリキ

ュラムの構造をわかりやすく明示する。単位制度の実質化を図るため、履修可能上限

単位を適切に設定する（CAP 制）。また、学生が学修に専念し安定した学生生活を送る

ことができるよう、アカデミックアドバイザー制度を通して学生支援を行う。 

教育内容、教育方法については以下のように定める。 

（1）教育内容 

（1-1）高度な外国語運用能力を修得するために 

・各学科における主要な外国語（英語または中国語）の実践的かつ高度な運用能力の

基盤を築くため、それぞれの外国語科目の必修科目と選択科目を設置する。 

（1-2）コミュニケーション能力を修得するために 

・外国語運用能力拡充の基盤形成のために、学科の主要外国語以外の外国語科目を配

置する。 

・グローバル社会で通用する対人コミュニケーション力を涵養するための科目を配置

する。 

（1-3）問題解決能力を修得するために 

・学士課程へのスムーズな移行のための初年次教育として、多様な入学者が自ら学修

計画を立て、主体的に問題点・課題点を発見する知的習慣の形成を可能にするため

の科目を配置する。 

・自ら問題・課題を発見し、解決する能力を高めるための科目を配置する。 

（1-4）自己表現力・情報発信力を修得するために 

・日本語での自己表現力・情報発信力を高めるための科目を初年次配置する。 

・日本の伝統・歴史・文化を表現・発信することを目指しタカ目を配置する。 

・各学科の専門教育を通して学修した知識や技能を表現・発信するための科目を配置



  

する。 

（1-5）異文化理解とグローバル人材力を修得するために 

・グローバル社会において必要とされる幅広い教養を身につけ、多様な価値観の認識

と適切な異文化理解を深めるための科目を配置する。 

（1-6）社会的責任遂行能力を修得するために 

・地域社会の持続的な発展のために、他者と協調・協働しながら自分の能力を積極的

に役立てる力の修得を目指した科目を配置する。 

・将来を見据え自律的に行動し、学士課程修了後に社会的責任を遂行するために、キ

ャリア教育科目を配置する。 

（1-7）専門的な知識・技術・技能とその活用力を修得するために 

・各学科に求められる共通の基礎専門能力と、それらをさらに発展させた応用的な専

門能力を修得するため、専門分野の体系に基づき、必修科目と選択科目を区別し、

学年･学期別の科目配置を行う。 

・個別テーマに関する専門的知識・技術・技能を獲得するとともに、それらを課題解

決に活用する能力を修得するための科目を必修科目として配置する。 

（2）教育方法 

（2-1）グローバル社会での適応能力を修得するために 

・グローバル社会での適応能力を涵養するため、海外留学・研修・実習プログラムを

積極的に導入する。 

（2-2）高い問題解決能力と自己表現力・情報発信力を修得するために 

・問題解決能力・自己表現力・情報発信力を修得できる能動的学修アクティブラーニ

ング）方法を取り入れた科目を積極的に導入する。 

（2-3）社会的責任遂行能力の修得のために 

・グローバル社会と地域の双方を舞台にした活動体験・現場体験を通して適応能力を

涵養するため、フィールドワーク、インターンシップ、ボランティアなどのソーシ

ャルラーニング(社会学修)を積極的に導入する。 

（2-4）高度な外国語運用能力を修得するために 

・外国語による専門的な知識・技術・技能の修得を図るために、CLIL（Content and 

Language Integrated Learning）手法を積極的に導入する。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：大学 web サイトにて公表） 

https://www.kyorin-u.ac.jp/univ/faculty/policy/ 

（概要） 

外国語学部と各学科の理念・目的を理解し、その達成に真摯に取り組む意欲のある人

材を求めている。具体的には、次のような資質を持つ学生を求めている。 

（1）求める学生像、資質 

（1-1）実践的な外国語運用能力を身につけ、グローバル化する実社会で活躍する仕事

に就く意欲がある人 

（1-2）外国語や日本語で情報や考えなどを的確に理解したり、適切に伝えたりするた

めに、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を持つ人 

（1-3）外国語学部の各学科での修学について強い好奇心・関心を持ち、問題について

自発的に探究し、思考力・判断力・表現力を駆使して、問題解決につなぐ意欲

を持つ人 

（1-4）外国語や異文化に対する興味・関心を持ち、広い視野や国際感覚、国際協調の

精神を身につける意欲を持つ人 

（1-5）グローバル社会・地域社会において、主体性を持って多様な人々と協働して学

ぶ態度を持つ人 

（2）求める学習成果 

「卒業認定・学位授与の方針」（ディプロマ・ポリシー）及び「教育課程編成・実

施の方針」（カリキュラム・ポリシー）に定める教育を受けるために必要な、次に



  

掲げる知識・技能や能力を備えた人を求める。 

・基本的な英語力を身につけている。具体的には、（公財）日本英語検定協会による実

用英語技能検定準 2級以上に相当する英語運用能力を入学までに身につけている。

（2-1）入学後の修学に必要な基礎学力としての知識や言語運用能力を有している。（知

識・理解・言語運用能力） 

・高等学校で履修する国語、地理歴史、公民、数学、理科、外国語などについて、内

容を理解し、高等学校卒業相当の知識を有している。 

・基本的な日本語運用力と表現力を身につけている。具体的には、文章読解力、課題

に応じて内容をまとめる力などの表現力を身につけている。 

・英語学科、観光交流文化学科の場合は、（財）日本英語検定協会による実用英語技能

検定準 2級に相当する英語運用能力を入学までに身につけている。 

（2-2）自分の考えを的確に表現し、伝えることができる。（技能・表現力） 

（2-3）知識・技能を活用して、自ら課題を発見し、その解決に向けて物事を多面的か

つ論理的に考察することができる。（思考力・判断力） 

（2-4）教育、人間、自然、文化などにかかわる諸問題に対する関心を持ち、課外活動・

社会的活動・国際的経験を積んだことがある。（関心・経験） 

（2-5）積極的に他者と関わり、多様な人々との対話を通して相互理解に努めようとす

る態度を有している。（態度・主体性・多様性・協働性） 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 
公表方法：大学 web サイトにて公表 

https://www.kyorin-u.ac.jp/univ/outline/formation/ 

 

  



  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 1 人 － 1 人

 医学部 － 98 人 58 人 60 人 263 人 0 人 479 人

 保健学部 － 61 人 45 人 54 人 63 人 0 人 223 人

 総合政策学部 － 16 人 8 人 2人 0人 0人 26 人

 外国語学部 － 18 人 8 人 7人 0人 0人 33 人

 その他 － 3 人 1人 3人 1人 0人 8人

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

0 人 199 人 199 人

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 

公表方法： 

【医学部】 

大学ホームページで公表 

http://www.kyorin-

u.ac.jp/univ/faculty/medicine/education/staff/ 

【保健学部・総合政策学部・外国語学部】 

大学ホームページ（各学部教員一覧、教員紹介） 

https://www.kyorin-

u.ac.jp/univ/faculty/health/education/staff/ 

https://www.kyorin-

u.ac.jp/univ/faculty/social_science/education/officehour/ 

https://www.kyorin-

u.ac.jp/univ/faculty/foreign/education/teacher/ 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

【医学部】 

2023 年度は 9 回実施。（テーマは次の通り、①第 1回 Kyorin Grand Rounds 皮膚・眼・リンパ腫の免

疫②配慮の必要な学生への対応 2（外国語学部主催）③令和４年度改訂版「医学教育モデル・コア・カリ

キュラム」について、④第 2回 Kyorin Grand Rounds“iPSC-Derived Dopamine Progenitor  

Therapy for Parkinson’s Disease” ⑤EBM を活用した学生教育－教えずに教えることにこだわる」、

⑥2023年度情報セキュリティFDSD研修会⑦画一的なリサーチクエスチョン⑧第3回Kyorin Grand Round

救急医療従事者に求められるコミュニケーション能力 ⑨BSL の実践例 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員

（c） 

在学生数

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

医学部 119 人 119 人100.0％ 701 人 729 人104.0％ 0 人 0人

保健学部 786 人 807 人102.7％ 3,014 人 3,063 人101.6％ 0 人 0人

総合政策学部 230 人 241 人104.8％ 932 人 985 人105.7％ 6 人 6人

外国語学部 252 人 203 人 80.6％ 1,022 人 1,002 人 98.0％ 8 人 4人

合計 1,387 人 1,370 人 98.8％ 5,669 人 5,779 人101.9％ 14 人 10 人

（備考） 



  

 

b.卒業者数・修了者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数・修了者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。）
その他 

医学部 
109 人

（100％）

0人

（  0％）

108 人

（ 99.1％）

1人

（ 0.9％）

保健学部 
642 人

（100％）

45 人

（  7％）

549 人

（ 85.5％）

48 人

（ 7.5％）

総合政策学部 
250 人

（100％）

2人

（ 0.8％）

229 人

（ 91.6％）

19 人

（ 7.6％）

外国語学部 
252 人

（100％）

1人

（ 0.4％）

229 人

（ 90.9％）

22 人

（ 8.7％）

合計 
1,253 人

（100％）

48 人

（ 3.8％）

1,115 人

（   89％）

90 人

（ 7.2％）

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

【医学部】 

大学付属病院、総合病院 

【保健学部、総合政策学部、外国語学部】 

インターネットイニシアティブ、カプコン、杏林大学医学部付属病院、全日本空輸、帝国ホテ

ル、東京消防庁、特別区、マルハニチロ、LIXIL） 

（備考） 

 

  



  

 

c.修業年限期間内に卒業又は修了する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載

事項） 

学部等名 
入学者数 

修業年限期間内

卒業・修了者数
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人

（100％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

 
人

（100％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

 
人

（100％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

 
人

（100％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

合計 
人

（100％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

【医学部】 

「履修案内・授業案内（シラバス）」は、科目毎に「教育の基本方針、到達目標、修得す

べき能力、学習内容、実習・課外授業、準備学習の内容、復習学習の内容、成績評価の方

法・基準、学習指導書」を記載することを作成要領に記し、科目責任者等に作成を依頼す

る。また、講義予定表には講義回毎の講義テーマ、講義内容、担当教員、教科書該当箇所

を明示している。 

また、シラバス作成の過程で、シラバス点検委員による点検作業を受けている。 

完成した「履修案内・授業案内（シラバス）」は年度初めに学生に配布（電子）するとと

もに大学 HP において公表している。 

※様式第２号の３【（３）厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】再掲 

 

【保健学部、総合政策学部、外国語学部】 

毎年 10 月頃に開講科目担当者等の調査を行い、11 月末から 12 月までに本学で導入して

いる学内システム（UNIVERSAL PASSPORT）のシラバス機能にて教員が作成する。 

その後、教務課事務が校正および教務委員によるシラバス第三者チェックを経た後、4 月

上旬に学内システム（UNIVERSAL PASSPORT）にて学内・学外から閲覧できるようにして

いる。 

 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

【医学部】 

科目毎に示した「成績評価の方法・基準」及び「杏林大学医学部学修規程」に基づき、医

学部各学年の判定会を経て、医学部教務委員会にて評価を厳格に行い、医学部教授会にて

最終審議が行われ、単位を認定している。 

 



  

【保健学部、総合政策学部、外国語学部】 

学修の成果に係る評価は、定期試験、実技試験、レポートなどを学期末に行い、各科目の

授業計画に明記している成績評価の方法・基準を基に成績評価を実施している。 

また、卒業認定にあたっては、ディプロマポリーに定められた能力を卒業時点までに獲得

し、卒業要件を満たし、これらをすべて修得したと認められる学生について、教授会の議

を経て学長が卒業を認定している。 

 

学部名 学科名 
卒業又は修了に必要

となる単位数 

ＧＰＡ制度の採用

（任意記載事項）

履修単位の登録上限

（任意記載事項）

医学部 医学科 205 単位 有・無 単位

保健学部 

臨床検査技術学科 124 単位 有・無 単位

健康福祉学科 124 単位 有・無 単位

臨床工学科 124 単位 有・無 単位

救急救命学科 124 単位 有・無 単位

理学療法学科 125 単位 有・無 単位

作業療法学科 125 単位 有・無 単位

看護学科看護学専攻 

（旧課程） 

（新課程） 

133 単位

137 単位

有・無 単位

看護学科 

看護養護教育学専攻 
133 単位 有・無 単位

診療放射線技術学科 

（旧課程） 

（新課程） 

133 単位

132 単位

有・無 単位

臨床心理学科 124 単位 有・無 単位

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学科 

理学療法学専攻 
125 単位 有・無 単位

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学科 

作業療法学専攻 
125 単位 有・無 単位

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学科 

言語聴覚療法学専攻 
132 単位 有・無 単位

総合政策学部 
総合政策学科 124 単位 有・無 単位

企業経営学科 124 単位 有・無 単位

外国語学部 

英語学科 124 単位 有・無 単位

中国語学科 124 単位  

観光交流文化学科 124 単位 有・無 単位

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項）
公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

公表方法：https://www.kyorin-u.ac.jp/univ/student/ 

 

  



  

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 

備考 

（任意記載事項）

医学部 
医学科 3,000,000 円 1,500,000 円 5,000,000 円

・施設設備費など 

初年度 

医学科 3,000,000 円 円 2,500,000 円
・施設設備費など

２年次以降 

保健学部 

臨 床 検 査 技 術 学 科 1,150,000 円 250,000 円 500,000 円

・施設設備など 

看 護 学 科 

臨 床 工 学 科 

救 急 救 命 学 科 

リハビリテーション学科 

診療放射線技術学科 

健 康 福 祉 学 科 1,150,000 円 250,000 円 250,000 円 

臨 床 心 理 学 科 

総 合 政

策 学 部 

総 合 政 策 学 科 720,000 円 250,000 円 200,000 円 
・施設設備など 

企 業 経 営 学 科 

外 国 語

学 部 

英 語 学 科 720,000 円 250,000 円 200,000 円 

・施設設備など 中 国 語 学 科 

観 光 交 流 文 化 学 科 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

＜医学部＞担任制度を採用している。 

＜保健学部＞ 

担任制を導入しており、学生からの履修や授業の内容に関する相談に対して支援を行って

いる。 

＜総合政策学部＞ 

1 年次に開講している必修科目のプレゼミナールは、1 クラス 15 名前後のクラスに 1 名

の教員が担任となり、レポートの書き方や学修ツールの操作、卒業までの活動計画など、

学生の目的と方法を担任教員と考える。2 年次以上は、ゼミ担当教員が研究以外にも学修・

進路等の支援を行っている。ゼミの所属は必修ではないため、所属しない学生には個別指

導教員が必ずつき、必要に応じた修学支援を行っている。 

＜外国語学部＞ 

全学生にアカデミックアドバイザーを配置し成績や授業履修に関するアドバイジングを

実施している。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

＜医学部＞担任制度を採用している。 

＜保健学部、総合政策学部、外国語学部＞ 

職業観を養うため、正課内教育においては、保健学部は職業適性論、総合政策学部、外国

語学部においてはキャリア関連科目を設けている。正課外教育では、3 学部ともにキャリ

アサポートセンターが就職支援講座の提供や企業人事担当者を招いての企業研究セミナ

ーを開催するなど、進路選択の支援を行っている。また、キャリアカウンセラー等が進路

選択の悩みを抱える学生の相談に応じている。 



  

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

＜医学部＞学生相談室を設置している。 

外部の相談窓口（委託業者）を設置している。 

＜保健学部、総合政策学部、外国語学部＞ 

心の健康に関しては、臨床心理士/公認心理師であるカウンセラーを配置し相談に応じて

います。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法： 

https://www.kyorin-u.ac.jp/  

https://www.kyorin-u.ac.jp/univ/faculty/medicine/news/ 

https://www.kyorin-u.ac.jp/univ/faculty/health/news/ 

https://www.kyorin-u.ac.jp/univ/faculty/social_science/news2.html 

https://www.kyorin-u.ac.jp/univ/faculty/foreign/news.html 

https://www.kyorin-u.ac.jp/univ/society/ 

https://www.kyorin-u.ac.jp/univ/outline/information/ 

 備考 この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
 

 



（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

学校コード（13桁） F113310103876

（備考）

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したことによ
り認定の取消しを受けた者の数

年間 0人

第Ⅱ区分 108人 121人内
訳 73人

0人

家計急変による
支援対象者（年間）

－

410人

第Ⅲ区分

第Ⅳ区分

合計（年間）

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄（合計欄を含む。）について、該当する人数が1人以上10人以
下の場合には、当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載する
こと。

本表において、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分、第Ⅳ区分とは、それぞれ大学等における修
学の支援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第１号、第２号、第３
号、第４号に掲げる区分をいう。

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認定の取
消しを受けた者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたことにより
認定の取消しを受けた者の数

年間

410人

後半期

405人

223人

61人

0人

学校名（〇〇大学 等）

設置者名（学校法人〇〇学園 等）

杏林大学

学校法人　杏林学園

前半期

支援対象者（家計急変
による者を除く）

420人

239人第Ⅰ区分



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

（備考）

（備考）

修業年限で卒業又は修了で
きないことが確定

修得単位数が標準単位数の
５割以下
（単位制によらない専門学校に
あっては、履修科目の単位時間数
が標準時間数の５割以下）

出席率が５割以下その他学
修意欲が著しく低い状況

11人 人 人

- 人 人

「警告」の区分に連続して
該当

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の処分を
受けたことにより認定の取消しを受けた者の数

計

-

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

右以外の大学等

後半期前半期年間

22人 人 人

人 人

- 人 人

退学 -

３月以上の停学 0人

年間計 -

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成績が著
しく不良であることについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められず、遡って認
定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含む。）、高
等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修業年限が２年以
下のものに限る。）

- 人 人



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

訓告 0人

年間計 -

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学生認定
の効力の停止を受けた者の数

停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の効力の
停止を受けた者の数

３月未満の停学 0人

（備考）

修得単位数が標準単位数の
６割以下
（単位制によらない専門学校に
あっては、履修科目の単位時間数
が標準時間数の６割以下）

0人 人 人

ＧＰＡ等が下位４分の１ 46人 人 人

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

年間 前半期 後半期

計 52人 人 人

出席率が８割以下その他学
修意欲が低い状況

19人 人 人

（備考）
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